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意
志
の
内
容
（
完
結
）

西
．
田
幾
多
郎

誤

　
前
節
に
述
べ
た
如
く
、
意
志
内
容
の
特
徴
が
一
般
と
特
殊
と
の
結
合
、
．
即
ち
個
性
的
な
る
に
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
意
志
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
、
そ
れ
自
身
に
固
有
な
る
内
容
を
有
つ
か
。
意
志

内
容
は
如
何
な
る
童
味
に
於
て
，
他
に
選
元
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
ア
プ
リ
オ
リ
を
有
す
る
か
。

若
し
富
め
結
合
と
い
ふ
こ
と
が
翠
な
る
結
合
で
あ
っ
て
、
何
等
の
薪
し
き
意
味
内
容
を
志
せ
次
い

な
ら
ば
意
志
と
い
ふ
孤
立
の
作
用
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
從
っ
て
意
志
は
己
良
身
に
固
有
な
る
麹

象
界
を
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
．
で
あ
る
。
普
通
の
論
理
學
で
は
、
一
般
な
る
竜
の
に
特
殊
的

性
質
が
結
合
す
る
と
い
ム
こ
と
は
、
軍
な
る
附
加
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
　
一
般
概
念
の
内
包
に
の
写

①
。
漆
。
農
す
①
口
8
を
加
ム
る
芝
に
よ
つ
て
、
特
殊
概
念
が
欝
成
せ
ら
れ
6
と
考
へ
て
居
る
。
書
く
考

へ
れ
ば
、
一
般
と
特
殊
と
の
結
合
と
い
ふ
こ
と
竜
、
軍
な
る
附
加
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
ロ
，
チ
誕
が

既
に
詳
論
し
て
居
る
如
く
、
翠
に
論
理
學
の
範
園
に
於
て
も
、
外
延
と
内
包
と
が
逆
比
例
す
る
と
は
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云
は
れ
な
い
。
　
一
般
概
念
の
内
包
と
い
ム
の
は
特
殊
豹
性
質
の
軍
な
る
総
和
で
は
な
く
し
て
、
一

つ
の
函
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。
（
ぎ
墓
忌
。
σ
q
卿
犀
』
巨
Φ
。
。
図
曽
唱
一
翼
．
ρ
）

　
一
般
と
特
殊
と
の
結
合
に
よ
っ
て
即
ち
個
性
化
に
よ
っ
て
、
如
樗
に
新
な
る
意
識
内
容
を
生
ず

る
か
を
明
か
に
す
る
π
め
、
試
み
に
愚
想
と
言
語
と
の
關
係
に
就
い
て
考
へ
て
見
よ
う
。
　
一
方
か

ら
考
へ
れ
ば
思
想
は
日
般
的
で
あ
っ
て
、
同
一
の
思
想
が
種
々
の
言
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
る
る
と

考
へ
ら
れ
．
る
が
、
一
方
に
於
て
は
或
一
つ
の
識
語
に
よ
っ
て
言
ひ
表
さ
れ
π
愚
想
は
、
巌
密
な
る
意

味
に
於
て
は
、
他
の
二
二
に
よ
っ
て
言
ひ
表
す
之
と
は
で
き
ぬ
と
去
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
詩
と
か

美
里
と
か
い
ふ
竜
の
は
言
ふ
ま
で
竜
な
く
、
哲
學
的
思
想
の
如
き
竜
の
φ
、
あ
っ
て
三
五
の
國
語
に

よ
っ
て
轍
餓
繹
の
で
き
な
い
色
合
を
有
っ
て
居
る
。
　
印
度
や
二
野
の
哲
學
は
梵
語
や
希
臓
語
に
よ

っ
て
襯
達
し
、
逆
に
印
度
人
や
希
騰
人
の
思
想
が
梵
語
や
謄
写
語
を
構
成
し
た
と
考
へ
る
こ
と
が

患
．
へ
る
。
　
言
語
は
思
想
に
写
し
て
外
面
的
で
あ
う
、
偶
然
的
で
あ
る
と
考
へ
ち
れ
る
が
、
右
の
如
き

揚
合
に
於
て
は
言
語
は
思
想
の
身
禮
で
あ
る
。
思
想
と
言
語
と
の
間
に
内
面
的
必
然
の
關
係
が

あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
雨
雲
の
問
に
は
情
緒
と
表
出
痙
動
と
の
開
係
に
近
い
竜
の
が
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
。
思
想
は
言
語
に
よ
っ
て
己
自
身
を
特
殊
化
七
、
個
性
化
す
る
の
で
あ
る
。
表
現
さ
れ

な
い
思
想
の
・
有
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
新
獄
る
内
容
を
得
策
る
の
で
あ
る
。
或
は
軍
に
之
を
語

　
　
　
　
意
癒
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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二
〇

威
ロ
Q
℃
影
響
σ
q
Φ
籍
凱
と
し
て
、
純
粋
な
る
言
語
の
意
味
と
匿
別
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ら
5
。
併
し

言
語
の
意
義
と
語
威
と
の
間
に
離
す
べ
か
ら
ぎ
、
る
關
係
が
あ
る
。
我
グ
の
言
語
は
厳
威
と
云
は

れ
る
微
妙
な
る
色
合
を
言
ひ
表
は
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
十
分
な
る
自
的
を
達
し
得
る
の
で
あ

る
。
駈
謂
語
威
と
い
ふ
の
も
思
想
の
妙
な
る
色
合
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
知
識
に
於
て
込

圃
般
と
特
殊
と
の
結
合
が
あ
ウ
、
帥
ち
鋼
断
は
す
べ
て
一
般
と
特
殊
と
の
結
合
で
あ
る
と
云
っ
て

竜
よ
い
の
で
あ
る
が
、
知
識
に
於
て
は
カ
ン
ト
の
び
Φ
ω
臨
鑑
旨
Φ
鼠
Φ
d
諄
①
房
ξ
曽
ま
に
於
て
の
如
く
、
一
般

的
な
る
竜
の
が
先
づ
與
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
情
意
的
内
容
の
限
定
に
於
て
は
尾
巴
8
慈
霞
号
d
尾

仲
㊦
壽
ξ
篠
に
於
て
の
如
く
．
特
殊
な
る
も
の
に
籍
し
て
一
般
的
統
一
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
云

は
ば
、
知
識
の
基
由
る
一
般
者
を
特
殊
と
見
て
更
に
そ
の
背
後
に
同
般
的
統
一
を
求
め
る
の
で
あ

る
。
感
情
は
ア
プ
リ
オ
ジ
の
ア
プ
リ
オ
リ
の
内
容
で
あ
る
。
畿
っ
て
認
識
以
上
の
統
U
よ
う
限

定
さ
る
る
ε
に
よ
っ
て
、
知
識
は
更
に
特
殊
化
せ
ら
れ
、
露
な
る
意
識
内
容
を
得
る
の
で
あ
る
。
我

我
は
之
を
感
情
の
内
容
と
考
へ
る
，
所
謂
語
威
と
い
ふ
如
き
竜
の
竜
そ
れ
で
あ
る
。
併
し
背
後
の

】
般
者
が
膚
不
明
と
し
て
軍
に
求
め
ら
れ
つ
㌧
あ
る
問
、
帥
ち
受
働
的
で
あ
る
問
は
，
限
定
的
判
断

の
方
面
と
反
省
的
到
断
の
方
面
と
が
相
分
れ
o
a
鷲
琶
色
呂
と
9
嵩
島
α
Q
Φ
建
昌
と
は
別
々
の
意
識
と
も

考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
眞
の
特
殊
的
限
定
な
ア
プ
リ
オ
リ
の
ア
プ
リ
オ
リ
の
上
か
ら
、
即
ち
全



　
統
一
の
上
か
ら
、
積
極
的
に
限
定
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
る
る
の
で
あ
る
。
　
我
々
の
意
識

　
内
容
は
鬼
に
於
て
眞
に
個
性
的
と
な
る
の
。
で
あ
る
、
知
的
方
面
と
、
情
的
方
面
と
が
日
つ
に
結
合
せ

　
ら
る
の
で
あ
る
、
知
的
に
又
情
的
に
限
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
蒲
も
輩
に
爾
限
定
の
結
合
で
は
菰

　
’
ぐ
し
て
爾
者
の
根
抵
だ
る
統
唱
の
内
面
的
磯
展
の
限
定
で
あ
る
、
軍
に
爾
限
定
の
和
と
し
て
で
は

　
な
く
．
新
な
る
唯
一
の
意
義
を
爾
者
の
上
に
加
へ
る
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
も
の
が
眞
に
創
造
作

　
用
の
限
定
で
あ
る
。
限
定
的
息
継
と
反
省
的
両
断
と
の
綜
合
は
唯
無
限
な
る
ア
プ
リ
オ
リ
の
積

　
極
的
統
一
π
る
創
浩
的
意
志
に
よ
っ
て
内
面
的
に
統
一
す
る
乙
と
が
で
き
る
．
　
一
に
し
て
一
切

　
な
る
紳
は
創
造
す
る
之
と
に
よ
っ
て
己
唐
墨
を
見
る
こ
と
か
で
き
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
文
化

　
現
象
と
は
此
の
如
き
創
造
作
用
の
所
作
で
あ
る
、
帥
ち
創
造
的
意
志
の
野
象
界
で
あ
る
。
丈
化
的

　
内
容
は
薗
然
と
精
紳
と
の
結
合
の
上
に
成
立
し
、
而
も
軍
な
る
客
観
的
自
然
と
軍
な
る
主
点
的
精

　
榊
の
内
容
と
に
選
心
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
個
性
的
内
容
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
生
物
的
生
命

　
が
女
扇
的
に
輿
へ
ら
れ
だ
一
つ
の
統
一
、
帥
ち
一
種
の
鏑
＄
と
し
て
、
機
械
力
と
精
雨
露
と
の
い
つ

　
れ
に
も
還
元
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
殊
の
内
容
を
有
す
る
如
く
、
所
謂
文
化
的
精
赫
は
自
然
乏
，

　
精
榊
と
の
客
高
慮
統
一
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
知
と
情
と
の
未
分
以
前
の
統
】
と
し
て
、
そ
の
銑
に

謝
酪
遽
心
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
個
性
的
内
容
を
有
す
る
の
で
あ
み
。
文
化
は
生
命
の
深
く
さ
れ

　
　
　
　
　
翫
艦
志
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
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ニ
ニ

だ
竜
の
、
歴
更
は
生
物
進
化
の
績
麻
で
あ
る
。
贋
義
に
於
け
る
言
語
は
文
化
登
展
の
基
礎
と
し
て
、

交
化
的
精
脚
の
最
初
の
産
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。
愈
愈
に
言
語
と
い
へ
ど
も
．
文
化
の
産
物
と

し
て
、
己
に
個
性
的
内
容
を
具
へ
て
居
る
。
或
一
國
語
に
は
そ
の
國
語
に
特
有
な
個
性
が
あ
ウ
、
或

思
想
家
交
學
者
の
文
章
に
は
、
濁
創
的
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
各
他
人
の
模
す
べ
か
ら
ざ
る
個
性
を
具

す
る
様
に
な
る
の
で
あ
る
。
言
語
交
章
り
個
性
と
い
ふ
の
は
、
軍
に
威
情
と
思
想
の
結
合
に
あ
る

の
で
は
な
い
、
花
心
く
誌
面
の
野
を
思
想
の
水
が
流
れ
行
く
所
に
河
全
例
の
趣
が
あ
る
の
で
あ
る
。

切
き
傷
亀
9
首
。
・
君
寵
魯
の
破
諭
旨
臣
毒
忌
負
甑
Φ
♂
暮
鍵
一
と
い
ふ
如
き
竜
の
は
、
内
容
と
形
式
と
の
分
つ
べ
か

ら
ぎ
る
統
一
で
あ
る
、
各
の
黙
に
方
向
を
含
む
曲
線
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
具
白
縄
立
揚
か
ら
見

れ
ば
、
思
想
は
威
情
に
入
っ
て
そ
れ
自
身
の
目
的
に
達
し
、
域
情
は
思
想
を
得
て
そ
れ
自
身
の
目
的

を
達
す
る
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
而
し
て
、
此
の
如
き
融
合
は
唯
言
語
の
表
現
に
於
て
の
み

可
能
で
あ
る
。
思
想
は
言
表
に
よ
っ
て
域
情
を
も
含
む
之
と
が
で
き
、
威
情
竜
表
現
に
よ
っ
て
思

想
を
含
み
得
る
の
で
あ
る
。
表
現
は
爾
者
の
具
薬
園
統
一
で
あ
る
、
高
次
的
導
燈
で
あ
る
。
　
フ
β

書
ベ
ル
は
目
塁
。
塗
装
巴
霧
℃
募
ぴ
。
｝
一
Φ
湊
。
暮
。
亀
霧
鼠
帥
ζ
勲
、
δ
暮
凶
最
盛
聖
書
曾
Φ
“
覧
甦
。
。
一
、
窪
鷲
Φ
鋒
。
譲
Φ

．
影
壁
。
。
冨
幽
巴
ε
・
鼠
ρ
℃
譲
δ
馨
σ
8
ま
幽
。
馨
。
・
巴
漏
壷
馨
蔓
擬
。
・
。
、
・
・
暮
婁
と
云
っ
て
居
る
。
我

癒
が
物
禮
界
と
か
自
然
界
と
か
い
ム
の
は
、
要
す
る
に
共
周
的
自
我
の
野
馳
界
に
過
ぎ
な
い
、
常
識
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的
に
物
膿
界
と
い
ム
の
ば
二
号
的
肖
我
の
封
象
界
で
あ
る
。
言
語
は
之
を
構
成
す
る
手
段
と
な

る
と
考
へ
る
事
が
で
き
る
。
「
導
入
主
義
よ
う
の
解
放
」
を
目
的
と
す
る
物
理
學
と
蹉
竜
、
此
申
心
を

超
個
人
的
主
観
の
極
限
、
所
謂
ヒ
σ
①
≦
話
。
・
室
①
彦
警
①
忌
零
℃
酔
に
ま
で
進
め
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
表
現

に
於
て
帥
ち
意
識
が
物
膿
界
と
結
合
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
思
想
と
威
幡
と
が
結
合
し
、
個
性
的
内

容
を
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
は
、
孤
立
的
な
る
自
我
の
抽
象
的
内
容
が
、
ア
ブ
リ
オ
ヲ
の
ア
プ
リ
オ

ヲ
盛
る
綜
合
的
爵
我
の
立
食
に
於
て
、
統
沸
せ
ら
れ
、
限
定
せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
居
る
。
部

分
的
な
る
作
用
と
部
分
的
な
る
内
容
と
は
腫
、
綜
合
作
用
の
上
に
於
で
の
み
統
一
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
、
帥
ち
紳
に
於
て
の
み
物
と
心
と
の
結
合
が
可
能
で
あ
る
、
個
性
は
瀞
の
意
識
内
容
で
あ
る
。

　
輩
に
抽
象
的
で
あ
ウ
主
観
的
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
思
想
が
、
言
語
と
結
合
す
る
ζ
と
に
よ
っ

て
、
撃
ち
表
現
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
な
る
意
味
内
容
を
得
る
、
帥
ち
個
性
を
得
る
。
言
語
は

罪
質
の
考
へ
の
如
く
思
想
に
甥
し
て
外
面
的
翠
煙
で
は
な
く
し
て
、
思
想
其
物
が
之
に
よ
っ
て
内

面
的
に
墾
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
交
化
現
象
と
し
て
の
言
語
は
軍
な
る
思
想
と
異
な
つ
π
ア
プ

リ
オ
リ
の
上
に
立
つ
、
帥
ち
異
な
っ
た
範
疇
の
現
象
で
あ
る
。
之
と
同
じ
く
、
我
々
の
全
人
格
の
内

容
を
成
す
思
想
威
情
工
、
物
膿
界
と
結
合
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帥
ち
意
志
風
解
と
し
て
表
現

せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
な
る
意
味
内
∵
容
を
得
る
の
で
あ
る
、
即
ち
主
観
的
、
抽
象
的
意
識
の
範

　
　
　
　
轡
纈
志
の
内
容
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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二
四

團
を
脱
し
て
凶
客
観
的
に
し
て
個
性
的
な
る
文
化
現
象
と
な
る
、
邸
ち
歴
史
的
事
實
と
な
る
の
で
あ

る
。
交
化
現
象
或
は
歴
史
的
現
象
は
軍
に
精
解
現
象
に
物
膿
現
象
が
加
は
つ
だ
勇
の
で
は
な
い
．

全
く
異
な
っ
た
ア
プ
リ
オ
リ
の
上
に
立
つ
、
即
ち
．
尊
者
下
川
の
ア
プ
リ
，
オ
リ
の
上
に
立
つ
の
で
あ

る
。
・
丈
化
現
象
は
罪
な
る
良
然
の
法
期
に
腰
元
す
る
こ
と
込
で
き
黒
け
れ
ば
、
軍
な
る
意
識
の
法

則
に
還
元
す
る
こ
と
竜
で
き
、
な
い
、
唯
晒
者
を
含
む
騰
馬
的
立
華
に
於
て
の
み
理
解
し
得
る
の
で

あ
る
。
一
爾
者
を
含
む
と
か
、
統
一
す
る
と
か
云
っ
て
も
、
導
者
を
同
列
的
に
、
或
は
甥
立
的
に
含
む
の

で
は
力
仙
い
。
　
コ
罫
エ
ン
が
匂
①
尾
卜
β
伽
O
同
Φ
簡
衛
Φ
壇
白
濁
Φ
憎
Φ
σ
q
O
δ
け
鋤
Φ
嬉
d
曜
尊
。
娼
憎
郎
障
◎
⇒
幽
Φ
o
α
口
。
ゲ
一
調
～
ハ
加
川
く
、
自
我
臨
K
蜘
封

立
す
る
竜
の
は
自
然
で
は
な
い
、
他
の
膚
我
で
な
け
れ
ば
な
ら
綴
（
国
爵
涛
価
＄
＄
宣
Φ
め
宅
剛
仁
⑦
器
●
）
、
フ
ィ

と
ヲ
の
雰
我
2
§
昏
ざ
》
は
自
然
で
は
な
く
し
て
、
他
の
我
で
な
け
れ
ば
な
ら
粗
。
頓
馬
と
精
聯
と

の
結
合
の
前
に
は
、
精
聯
と
精
瀞
と
の
直
接
の
結
合
が
な
け
れ
ば
な
ら
諏
．
即
ち
魅
會
的
精
憩
の
統

一
が
な
け
れ
ば
な
略
臓
。
自
然
は
此
の
如
き
精
榊
の
群
群
界
な
る
が
故
に
、
此
結
合
は
直
に
精
紳

と
自
然
と
の
結
合
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
丈
化
の
内
容
は
此
の
如
き
統
一
の
内
容
と
し
て
限

定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
是
故
に
何
庭
ま
で
も
個
性
的
で
あ
る
。
我
々
が
働
く
時
、
曹
即
ち
意
志
的
行

爲
に
於
て
は
、
我
々
の
全
意
識
が
統
一
せ
孜
け
け
さ
れ
ば
な
ら
澱
。
我
々
が
全
意
識
を
統
一
し
て

行
爲
に
向
ふ
時
、
意
識
集
中
の
極
限
に
逮
す
る
時
、
郎
ち
嘗
て
「
輕
駿
内
容
の
種
々
な
る
運
績
」
に
於
て
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云
つ
力
如
く
哲
學
的
知
識
の
立
論
に
立
つ
時
、
我
々
の
精
瀞
と
勢
膿
と
は
合
一
し
て
一
σ
と
な
る
▼

こ
こ
に
意
識
は
浴
得
て
運
動
と
寒
ウ
、
蓮
動
は
精
棘
を
得
る
、
帥
ち
物
心
一
如
の
作
用
と
な
る
の
で

あ
る
。
此
の
如
き
作
用
の
統
一
的
性
質
を
我
々
の
性
格
O
ぎ
蜜
客
霞
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
牲
格
と

い
ふ
の
は
軍
に
精
紳
的
で
は
な
い
、
物
と
心
と
の
統
一
の
型
で
あ
る
、
行
爲
の
形
式
に
し
て
叉
行
爲

に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
性
格
は
自
由
意
志
の
ア
プ
リ
オ
リ
の

上
に
立
つ
道
徳
界
の
現
象
で
あ
る
。
右
の
如
く
物
心
一
如
の
作
用
の
立
揚
に
立
つ
と
い
ふ
乙
と

は
、
一
方
か
ら
見
れ
ば
、
我
々
の
自
我
が
他
の
貞
我
と
直
接
の
結
合
に
入
る
こ
と
で
あ
る
、
一
つ
の
駈

會
的
形
式
の
申
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。
此
時
、
我
に
野
立
す
る
当
然
は
箪
な
る
嵐
然
．
で
は
な
く
し

て
、
一
つ
の
人
格
で
あ
る
。
主
観
的
自
我
の
欲
求
に
召
し
て
は
、
自
然
は
或
は
手
段
と
な
ウ
、
或
は
妨

碍
と
な
る
が
、
物
心
一
如
の
客
観
的
自
我
の
立
言
帥
ち
黒
熱
の
寒
詣
に
於
て
は
、
自
然
は
我
に
甥
し

て
一
つ
の
人
格
と
な
ウ
、
良
然
と
の
結
合
は
一
つ
の
嘉
賞
的
形
式
と
な
る
。
我
々
は
家
族
と
か
、
國

家
と
か
い
ふ
翠
雲
的
形
式
に
於
て
、
多
く
の
他
我
と
結
合
す
る
如
く
、
「
紳
の
王
國
」
と
い
ふ
如
き
純
倫

理
的
肚
會
の
形
式
に
於
て
、
自
然
の
精
紳
と
結
合
す
る
の
で
あ
る
。
二
二
民
の
二
化
と
い
ふ
の
は
、

そ
の
國
民
の
工
芸
品
精
紳
と
そ
の
客
槻
的
自
然
と
の
統
一
の
型
で
あ
る
、
軍
な
る
臼
然
で
も
な
け

煎
ば
、
軍
な
る
精
紳
で
竜
な
い
、
客
槻
的
精
瀞
の
現
象
で
あ
る
。
個
人
の
挫
格
と
文
化
の
典
型
と
は

　
　
　
　
出
麟
憲
の
角
｛
谷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
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哲
　
　
學
　
　
酬
　
　
究
覧
　
　
第
　
三
　
十
・
轟
刈
　
曲
撰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

元
來
そ
の
性
質
を
同
じ
く
す
る
の
で
あ
る
、
共
た
内
外
統
一
の
形
式
で
あ
る
。
普
通
の
考
へ
方
と

は
異
な
っ
て
、
余
は
乳
化
の
因
子
着
る
自
然
は
露
な
る
自
然
力
と
し
て
の
盲
B
的
自
然
で
は
な
く
、

寧
ろ
そ
の
國
民
の
共
同
的
意
識
を
通
し
て
見
た
肖
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
自
然
の
申
」

に
弘
化
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
文
化
の
中
に
自
然
が
あ
る
の
で
あ
る
。
　
唯
、
我
々
が
純
化
さ
れ
π
る

丈
化
意
識
の
上
に
立
つ
時
、
不
純
な
る
癌
化
は
自
然
の
所
産
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
或
國
の

部
下
が
譲
葉
の
地
勢
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
の
は
、
我
々
が
自
己
の
意
識
を
反
省
し
て

因
果
的
説
明
を
試
み
る
如
く
、
我
々
が
純
化
さ
れ
だ
歴
更
的
意
識
の
上
に
立
っ
て
、
過
去
の
丈
化
を

反
省
す
る
の
で
あ
る
、
言
言
的
精
聯
が
客
観
的
精
紳
現
象
即
ち
良
己
の
人
格
的
二
丁
■
を
反
省
す
る

の
で
あ
る
。
併
し
今
日
の
所
謂
二
黒
的
二
黒
な
る
も
の
竜
一
種
の
二
化
的
産
物
に
過
ぎ
孜
い
、
自

然
界
と
は
純
化
さ
れ
π
る
丈
下
意
識
の
客
観
界
で
あ
る
。
我
々
は
か
＼
る
読
明
の
前
に
、
過
去
の

丈
化
其
物
を
直
接
に
膿
験
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
唯
意
志
に
よ
っ
て
の
み
、
意
志
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
物
を
理
解
す
る
に
、
種
ヶ
の
階
段
が
あ
る
。
軍
に
書
を
解
す
る
竜
の
未

だ
眞
に
登
を
知
る
も
の
で
は
な
い
、
眞
に
之
を
知
る
竜
の
は
之
を
描
き
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
漁
。
我
々
は
純
粋
意
志
の
ア
プ
リ
オ
リ
の
上
に
立
っ
て
、
は
じ
め
て
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
　
既
理
解
は
カ
ン
ト
の
男
O
。
・
ε
】
気
安
く
鼠
霞
◎
》
露
営
①
圃
ロ
3
Q
Φ
α
Q
窪
馨
霞
徽
焔
蕊
鑑
O
M
。
。
ぴ
㈹
㊦
げ
Φ
口
二
昌
自
自
霧
確
β



切
Φ
σ
q
吋
篤
。
憲
窪
σ
Q
曾
と
い
ふ
如
き
ボ
ス
チ
ュ
う
す
ト
の
理
解
で
あ
る
。
我
々
の
知
識
の
根
紙
に
竜
此
の

如
き
ボ
ス
チ
ュ
ラ
童
ト
が
あ
る
の
で
あ
る
。
文
化
現
象
と
い
ふ
の
は
、
我
々
が
此
々
揚
に
立
っ
て
現

は
れ
家
る
甥
象
界
で
あ
る
。
物
の
世
界
で
は
な
い
、
性
格
の
琶
界
、
典
型
の
世
界
で
あ
る
。
典
型

日
暮
魯
と
は
一
般
と
特
殊
と
の
結
合
、
自
然
と
精
紳
と
の
結
合
の
形
式
で
あ
る
。
生
物
の
現
象
よ

う
種
々
な
る
冠
三
豊
現
象
に
至
る
象
で
、
す
べ
て
が
典
型
の
顯
現
で
あ
る
。
我
々
が
規
範
的
意
志

の
立
身
に
立
つ
時
、
此
等
の
典
型
、
は
早
撃
塁
上
の
實
在
と
し
て
各
唯
噌
の
位
置
を
．
得
る
、
．
即
ち
世
界

史
と
い
ふ
す
べ
て
の
人
格
の
統
圃
π
る
道
徳
的
精
紳
（
帥
ち
純
我
）
と
そ
の
郵
象
界
π
る
科
學
的
自

然
界
と
を
結
合
す
る
一
．
大
典
型
の
申
に
於
て
限
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ラ
ン
ケ
が
　
．
、
d
Φ
げ
霧

象
①
国
℃
o
o
｝
H
窪
負
霞
幕
奉
翼
翼
Ω
留
。
ぽ
。
ぼ
Φ
．
、
の
始
に
於
て
甘
創
①
図
℃
o
号
①
耳
翼
白
蓉
Φ
｝
び
鎚
砦
Q
o
夢
自
国
凶
穿
≦
Φ
屍
け

げ
Φ
監
馨
σ
q
鴛
巳
。
馨
雲
鴨
島
2
尽
り
毒
器
奉
書
げ
＝
δ
嵩
。
お
Φ
｝
回
ダ
ψ
o
u
畠
琶
ご
凶
穿
雪
国
図
嚢
8
口
N
。
。
Φ
ぎ
。
・
ダ
汐
淳
釜
日
Φ
叫
σ
◎
①
話
じ
こ
Q
隼

げ
。
Ω
帥
⇔
鋤
山
籠
9
げ
Φ
犀
9
書
置
籍
。
罵
Φ
㌶
卸
9
貯
】
｝
σ
Q
働
自
国
謎
陣
。
覧
Φ
離
昌
鎌
さ
q
’
〈
鶏
山
0
6
a
無
籍
く
炉
塞
ぽ
魯
摺
9
Φ
富
M
⇔
儀
零
濁
簿
亀
M
Φ

Φ
言
窪
σ
q
善
脚
Φ
凶
σ
Q
窪
窪
旨
財
。
冨
鐸
麺
。
貫
貯
伽
¢
響
岩
昌
軸
Φ
自
国
も
o
o
富
巴
ω
o
風
勢
腕
守
訟
§
μ
Q
愚
身
σ
Q
蕩
昌
σ
q
⑦
色
H
①
口
毒
Φ
乙
窪

月
震
ψ
霧
島
中
興
翻
Φ
求
肥
馨
諺
σ
Q
ま
。
冨
～
く
二
合
σ
q
Φ
謎
畠
Φ
一
鐸
掌
　
と
云
っ
て
居
る
語
に
深
い
意
昧
を
見
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
世
界
更
の
霞
審
巳
Φ
冠
8
は
す
べ
て
の
典
型
を
容
る
典
型
で
あ
る
。
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意
憲
の
釣
容

二
鳶
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哲
學
蘇
究
　
第
三
＋
九
三

四

二
八

曹

　
我
々
は
意
志
に
於
て
主
筆
に
よ
っ
て
客
観
を
動
か
す
、
師
ち
意
志
は
外
面
的
動
作
と
考
へ
ら
れ

る
か
ら
、
意
志
の
ア
プ
リ
オ
リ
は
主
客
の
合
一
、
内
外
の
統
一
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
コ
ー
エ
ン
の
い
ム

如
く
我
に
野
す
る
菟
の
は
他
の
我
で
あ
っ
て
物
で
は
な
い
、
意
志
の
甥
象
界
は
肚
會
で
あ
っ
て
貞

然
で
は
な
い
．
軍
な
る
．
自
然
は
意
志
に
卑
し
て
そ
の
手
段
と
な
る
竜
新
な
る
内
容
を
與
へ
る
も
の

で
は
な
い
、
實
現
さ
れ
控
意
志
内
容
も
、
實
現
さ
れ
な
い
意
志
内
容
竜
、
内
容
と
し
て
は
何
の
鍵
ゑ
も

な
い
、
我
々
は
軍
な
る
欲
求
の
満
足
に
よ
つ
て
何
等
の
弱
な
る
鯨
帯
的
内
容
を
も
得
な
い
の
で
あ

る
。
心
理
學
的
に
は
衝
動
的
意
志
と
薗
畳
的
憲
志
と
の
問
に
、
相
野
的
差
異
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
か
も

知
ち
澱
が
．
内
省
的
に
は
此
間
に
性
質
的
差
異
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
膚
畳
的
意
志
に
於
て

我
々
は
新
な
る
意
識
内
容
を
得
る
の
で
あ
る
、
新
な
る
封
象
界
を
得
る
の
で
あ
る
。
墜
ち
之
に
よ

っ
て
人
格
と
人
格
と
の
直
接
結
合
の
世
界
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
意
志
の
目
的
は
意
志
肖
身
の

申
に
あ
る
の
で
あ
る
、
意
志
は
自
律
的
で
あ
る
。
意
志
の
ア
プ
リ
オ
リ
は
聖
母
と
精
紳
と
の
合
嚇

で
は
な
く
し
て
、
人
格
と
人
格
と
の
直
接
結
合
で
あ
る
、
人
格
的
、
統
醐
で
あ
る
。
七
夕
に
意
志
の
ア

ブ
リ
オ
ヲ
は
倫
理
的
で
あ
る
。
是
に
於
て
自
然
は
意
志
の
爲
に
存
在
し
、
そ
の
實
現
の
手
段
と
な
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う
，
自
然
は
自
我
の
申
に
含
ま
る
る
こ
と
と
な
る
。
　
ス
コ
ト
ゥ
ス
三
タ
ェ
ー
ゲ
ナ
の
如
ぐ
、
b
器
6
a
Φ
げ
β
蓉
．

託
巴
臣
①
寓
巴
。
・
臼
。
。
O
＄
㊦
｝
｝
Φ
護
る
譲
国
喜
Φ
口
器
ω
欝
。
・
0
9
貫
目
瓦
器
国
主
跨
昌
牙
Φ
ム
窪
蓉
象
Φ
ま
。
げ
馨
①
国
恩
馨
Φ
旨

紅
毛
b
言
σ
Q
9
箇
び
9
翁
窓
旨
◎
Q
9
α
客
Φ
曲
σ
Q
窪
窪
皆
目
Φ
磁
寓
Φ
口
ω
9
巳
。
冨
堅
甑
曽
d
ぼ
σ
q
Φ
P
龍
g
創
。
豊
門
筈
話
弓
宅
a
μ
浮
り
騨

・。

剿
t
象
⑩
】
）
ご
σ
q
Φ
置
穿
7
薯
Φ
葭
霞
の
δ
Φ
旨
⑦
髭
ダ
と
考
へ
る
≧
と
が
で
き
る
。
併
し
斯
く
云
ふ
の
は
、
自
然

は
精
聯
に
封
し
て
軍
に
外
面
的
な
る
手
段
に
過
ぎ
諏
と
去
ふ
の
で
は
な
い
。
我
ヶ
の
身
膿
は
登

醗
と
し
て
一
つ
の
目
的
を
有
し
、
種
々
の
物
質
的
關
係
は
之
に
よ
っ
て
統
一
さ
ら
れ
て
居
る
と
考

へ
る
≧
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
併
し
、
之
を
組
織
す
る
物
質
を
離
れ
て
、
我
々
の
身
膿
が
あ
る
の

で
は
な
い
。
我
々
の
生
命
は
組
織
す
る
物
質
に
よ
っ
て
限
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
加
之
、
我
々

の
生
命
は
外
界
の
肖
然
か
ら
も
限
定
さ
る
る
と
考
へ
ぎ
る
を
得
な
い
。
同
一
の
生
物
の
種
子
も
、

そ
の
、
外
界
の
事
情
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
駿
達
を
な
す
の
で
あ
る
。
此
等
の
要
素
を
離
れ
て
具
膣

的
精
憩
現
象
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
唯
、
具
腱
的
な
る
精
瀞
現
象
は
此
等
の
要
素
の
綜
合
の
上
に

現
は
れ
、
此
等
の
法
鋼
に
選
元
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
断
な
る
登
降
で
あ
る
。
正
し
く
云
へ
ば
、
薗

然
と
は
具
禮
的
里
雪
の
反
省
さ
れ
π
一
面
で
あ
る
、
具
膿
男
色
赫
に
必
然
的
な
一
面
で
あ
る
。
個

人
的
精
紳
に
就
い
て
云
へ
ば
、
我
々
の
個
人
的
精
上
世
一
々
の
現
在
に
於
て
、
作
用
の
方
面
と
内
容

の
方
面
と
を
具
備
し
、
主
客
合
桶
の
上
に
立
つ
、
一
つ
の
具
燈
的
全
量
で
あ
る
。
我
々
が
之
れ
を
反

　
　
　
　
識
麟
志
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



63e

　
　
　
　
哲
學
観
究
　
　
第
三
十
九
貌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厳
○

諭
す
る
時
、
盈
ち
更
に
大
な
る
入
格
的
統
一
の
上
に
立
つ
謄
、
前
の
、
具
騰
的
登
臨
は
爾
方
面
に
分
解

せ
ち
れ
る
。
我
々
が
五
経
駿
を
そ
の
要
素
に
分
析
す
る
と
い
ふ
じ
と
は
．
そ
の
要
素
が
そ
の
経
験

の
み
に
属
す
る
竜
の
で
は
な
く
し
て
、
他
の
経
験
統
一
に
も
甚
し
得
る
と
い
ふ
と
を
意
味
す
る
、
脚

ち
そ
れ
等
身
に
撃
て
不
獲
的
で
あ
る
と
い
ム
こ
と
を
意
味
す
る
、
撃
っ
て
此
等
の
要
素
と
要
素
と

の
關
係
竜
不
労
的
で
あ
う
、
一
般
的
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
を
意
喋
す
る
の
で
あ
る
。
聖
意
昧
に
於

て
そ
れ
は
所
謂
一
般
化
的
方
向
で
あ
る
。
併
し
幽
く
客
観
化
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
根
祇
に
於
て

主
観
を
離
れ
る
こ
と
で
は
な
い
、
包
容
的
野
里
の
上
に
立
つ
乙
と
で
あ
る
。
．
個
人
的
意
識
に
於
て

は
記
憶
的
主
観
の
上
に
立
ち
、
更
に
進
ん
で
カ
ン
ト
の
所
謂
意
識
唱
般
の
上
に
立
つ
乙
と
で
あ
る
。

併
し
我
々
の
現
在
の
意
識
竜
一
々
具
七
二
全
膿
と
し
て
輩
に
此
の
如
き
反
省
の
二
曹
か
ら
見
π

自
然
科
學
的
見
方
に
よ
っ
て
選
元
す
る
こ
と
の
で
．
き
な
い
剰
籐
を
有
つ
、
帥
ち
統
一
の
特
殊
的
内

容
を
絵
す
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
剰
絵
が
一
般
眞
理
を
統
一
す
る
個
膿
の
典
型
で
あ
っ
て
、
特
殊

化
の
形
式
で
あ
る
。
此
の
如
き
特
殊
化
の
形
式
は
目
的
論
的
因
果
壁
心
と
し
て
先
づ
生
命
と
い

ム
竜
の
が
考
へ
ら
れ
、
生
物
現
象
は
之
に
よ
っ
て
声
明
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
如
き
統
一
が

そ
れ
自
身
に
於
て
燭
立
の
告
辞
と
な
る
の
は
精
勅
現
象
に
於
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
此

の
如
き
統
一
の
形
式
邸
ち
個
性
的
典
型
が
そ
の
内
容
と
甥
立
し
、
そ
の
内
容
と
離
れ
て
そ
れ
自
身
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に
考
へ
ら
れ
π
時
．
所
認
主
観
的
精
神
と
な
軌
心
理
學
の
醤
象
と
な
る
。
之
に
反
し
意
識
一
般
と

い
ム
如
き
超
個
人
的
圭
観
の
紅
塵
界
は
肖
然
界
と
考
へ
ら
れ
る
9
で
あ
る
。
、
斯
く
客
観
的
封
象

界
か
ら
離
し
て
考
へ
ら
れ
虎
主
観
的
精
瀞
現
象
は
、
既
に
b
蓉
離
艮
藝
ω
ぴ
①
σ
・
塾
感
の
上
に
立
つ
と
い
ふ

織
に
猛
て
、
自
然
現
象
と
そ
の
次
位
を
異
に
す
る
竜
、
爾
抽
象
的
形
式
と
し
て
ゴ
般
的
だ
る
を
晃
れ

な
い
。
　
眞
に
全
寮
験
統
一
の
具
膿
組
立
揚
即
ち
翼
の
特
殊
化
的
高
揚
は
意
識
一
般
即
ち
所
謂
理

性
の
雨
露
か
ら
全
経
験
を
統
一
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
賭
の
如
き
具
膣
的
立
場
が
我
．

々
の
倫
理
的
下
心
意
志
の
立
揚
で
あ
る
。
所
謂
文
化
現
象
と
は
心
立
揚
の
上
に
現
れ
來
る
客
観

的
精
赫
の
具
鰹
的
現
象
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
て
丈
化
現
象
は
自
然
と
前
脚
と
の
統
一
で
あ
る
。

言
語
は
歪
な
る
一
般
的
意
味
で
あ
っ
て
は
な
ら
諏
、
至
心
な
る
言
語
威
情
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

道
徳
と
い
ふ
も
、
翠
に
道
徳
法
に
合
ム
と
い
ふ
乙
と
で
竜
な
く
、
叉
軍
に
起
動
機
に
從
ふ
と
い
ふ
乙

と
で
竜
な
い
。
此
爾
方
面
が
結
合
き
れ
ね
ば
な
ら
綴
、
与
島
が
動
機
に
甥
し
て
適
評
な
表
現
と
な

ち
ね
ば
な
ら
ぬ
。
道
徳
的
意
識
は
、
一
方
に
於
て
溢
徳
的
感
情
で
あ
る
と
共
に
、
哺
方
に
於
て
客
観

化
的
法
刷
で
あ
る
。
此
面
に
道
徳
的
意
識
は
虚
血
る
同
情
で
は
な
い
、
そ
の
中
に
論
理
的
意
識
を

含
ん
で
居
る
、
帥
ち
意
識
一
般
の
立
揚
を
含
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
箆
。
心
肺
嵐
＄
『
は
此
の

如
き
立
場
の
勤
象
界
に
於
け
る
駆
血
で
．
あ
る
。
面
一
時
代
の
道
徳
的
理
想
と
い
ぶ
の
は
、
そ
の
時

　
　
　
　
憲
・
芯
の
内
寡
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
一
　
　
　
．
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代
の
主
観
的
要
求
と
そ
の
時
代
の
自
然
の
考
と
を
、
聾
者
を
超
越
し
之
を
包
容
す
る
具
膿
的
全
膿

の
立
揚
か
ら
見
た
統
一
の
様
式
で
あ
る
。
我
々
の
丈
化
現
象
と
い
ふ
の
は
、
此
の
如
き
意
味
に
於

て
具
騰
的
に
し
て
特
殊
的
な
る
現
象
で
あ
る
。
撃
っ
て
文
化
史
が
意
志
の
内
容
と
考
へ
る
こ
と

が
で
き
る
。
　
無
払
㎜
斯
「
ぐ
云
ふ
竜
、
歴
更
が
直
線
的
に
融
化
の
目
的
に
向
っ
て
進
む
と
い
ム
如
き
こ

と
を
意
昧
す
る
の
で
は
な
い
。
此
の
如
き
考
は
因
果
の
見
方
と
債
値
の
見
方
と
を
混
同
し
た
竜

の
に
過
餐
凍
い
。

　
意
志
の
内
容
を
以
上
論
じ
π
如
く
考
へ
る
ζ
と
に
よ
っ
て
、
余
は
規
範
の
法
則
と
薗
然
の
法
則

と
の
開
係
を
竜
明
に
し
得
る
で
は
な
い
か
と
思
ム
。
規
範
の
法
燈
と
い
ふ
の
は
、
所
謂
良
然
界
と

精
製
界
と
を
超
越
し
．
却
っ
て
之
を
統
一
す
る
自
由
意
志
の
ア
プ
リ
オ
茨
の
上
に
立
つ
甥
象
界
に

於
け
る
法
則
で
あ
る
、
具
禮
的
實
在
の
法
則
で
あ
ゑ
帥
ち
特
殊
化
の
法
則
で
あ
る
と
考
へ
る
≧
と

が
で
き
る
。
「
汝
は
人
を
欺
く
べ
か
ら
ず
」
と
い
ふ
の
は
、
カ
ン
ト
の
云
ふ
如
く
我
々
、
の
意
志
に
野
し

て
一
般
的
喜
劇
で
は
あ
る
が
、
我
々
が
軍
に
「
…
欺
か
な
い
」
と
い
ふ
動
機
か
ら
行
動
す
れ
ば
、
そ
れ
が
直

に
善
行
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
善
動
機
よ
う
起
る
行
学
が
直
に
善
行
爲
で
あ

る
と
は
云
は
れ
な
い
。
完
全
な
る
善
行
爲
と
は
、
奥
へ
ら
れ
だ
事
傍
に
適
し
だ
竜
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
臓
。
現
實
の
鞘
鳴
的
實
在
は
精
紳
と
良
然
と
の
統
一
で
あ
っ
て
規
範
法
は
貞
然
現
象
に
勢
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す
る
法
則
で
も
な
け
れ
ば
、
精
騨
現
象
に
封
ず
る
所
謂
心
理
的
法
馴
で
竜
な
い
、
具
禮
的
實
在
全
膣

に
甥
す
る
鍛
鋼
で
あ
る
．
自
由
意
志
の
立
脇
に
於
て
我
々
の
経
験
内
容
の
特
殊
化
す
る
、
法
則
で
あ

る
、
與
へ
ら
れ
覆
肖
、
然
、
與
へ
ら
れ
た
精
赫
を
統
一
す
る
交
化
の
法
則
で
あ
る
。
我
々
の
行
爲
に
甥

す
る
道
徳
的
到
断
が
、
帥
ち
行
爲
の
倫
理
的
贋
値
が
、
輩
に
昌
的
や
動
機
の
み
に
よ
ら
ず
し
て
、
手
段

に
依
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
竜
之
に
よ
る
の
で
あ
る
。
唯
、
我
々
は
自
然
科
學
直
立
揚
の
野
象
界
を

唯
一
の
虚
血
と
考
へ
、
個
性
的
な
み
竜
の
は
そ
の
結
合
に
過
ぎ
な
い
と
考
へ
る
か
ら
、
規
範
法
竜
膚

然
法
に
還
元
せ
ら
れ
る
様
に
考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
規
範
の
法
則
は
却
っ
て
一
暦
具
膿
的
な
る
特

殊
的
實
在
h
個
性
的
實
在
に
勤
す
る
法
則
で
あ
る
。
規
範
的
法
則
が
一
般
的
で
あ
る
と
い
ふ
意
味

は
、
自
然
法
が
噸
般
的
で
あ
る
と
云
ム
の
と
同
圃
で
は
な
い
、
同
叫
の
申
心
か
ら
働
く
と
い
ふ
ζ
と

で
あ
る
、
同
一
の
面
上
の
申
心
に
結
合
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
我
々
の
身

禮
に
嘗
て
一
々
の
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
る
職
分
と
法
則
と
を
有
す
る
に
拘
ら
ず
、
一
つ
の
目

的
が
す
べ
て
を
支
配
す
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
特
殊
な
る
内
容
を
離
れ
て
は
一
般
的
目
的
は
輩

に
形
式
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
目
的
の
噌
般
性
と
い
ふ
の
は
、
各
部
分
を
し
て
何
腱
ま
で
竜
特
殊
的

な
ら
し
め
る
之
と
で
あ
る
、
部
分
が
特
殊
的
と
な
れ
ば
孜
る
程
一
般
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
『
汝
の

隣
入
を
愛
せ
よ
」
と
い
ふ
溢
徳
的
法
則
は
「
軍
に
汝
は
他
人
に
野
し
て
愛
情
を
有
て
よ
と
い
ふ
こ
と

　
　
　
　
憲
志
の
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三
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だ
け
で
は
な
い
。
無
論
、
愛
情
と
い
ふ
こ
と
は
道
徳
の
根
抵
で
は
あ
る
が
．
愛
情
を
有
つ
と
い
ふ
こ

と
は
軍
に
我
々
が
小
家
る
直
我
を
超
越
し
て
大
な
る
自
我
に
結
び
付
く
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

威
権
と
い
ふ
の
は
ア
プ
リ
オ
リ
と
ア
プ
リ
オ
リ
と
の
直
接
の
結
合
の
歌
態
、
作
用
と
作
用
と
の
融

一
の
歌
態
で
あ
る
。
遣
徳
的
命
令
と
は
此
の
如
き
超
個
人
的
立
揚
、
否
、
誓
事
然
的
立
場
か
ら
内
容

の
特
殊
化
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
、
個
性
的
駿
展
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
此
客
観
的
内
容

を
歓
け
ば
，
遣
徳
的
命
令
は
道
徳
的
命
令
た
る
こ
と
を
得
な
い
、
作
晶
の
な
い
美
的
域
情
と
一
般
で

あ
る
。
藝
術
が
吾
と
か
色
と
か
い
ふ
威
畳
的
要
素
の
特
殊
性
を
離
れ
て
存
じ
得
ぎ
る
如
く
、
道
徳

竜
馬
蒔
代
、
各
二
身
に
於
け
る
特
殊
性
を
離
れ
て
存
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。
此
鐵
に
曾
て
は
、
藝
術

に
於
て
一
般
的
法
則
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
同
様
に
、
道
徳
に
於
て
竜
一
般
法
と
い
ふ
竜

の
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
カ
ン
ト
が
「
汝
の
試
裟
同
罎
が
一
般
的
法
期
と
な
る
如
く
行
へ
」
と
い

ふ
の
は
、
我
々
の
意
識
の
根
祇
に
於
け
る
超
自
然
的
或
物
に
於
て
、
す
べ
て
の
意
識
が
結
合
す
る
こ

と
を
要
求
す
る
竜
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
と
孜
る
も
の
は
現
實
の
具
禮
的
年
率
で
な
け
れ
ば
な

ら
諏
。
帥
ち
歴
更
が
道
徳
的
意
志
の
内
容
と
な
る
の
で
あ
る
。
歴
更
の
ア
プ
ソ
オ
ヲ
と
い
ふ
の

は
個
性
的
實
在
の
ア
プ
リ
オ
リ
で
あ
る
。
歴
史
は
我
々
の
経
験
内
容
の
縦
列
的
統
ヅ
で
あ
ウ
、
一

般
的
な
る
も
の
の
特
殊
化
で
あ
る
。
我
々
の
現
在
の
意
識
は
過
去
を
含
む
の
み
な
ら
ず
、
叉
未
來



6姦1

を
含
む
、
意
識
統
一
が
深
く
大
な
れ
ば
な
る
穫
遠
き
遇
去
を
含
む
と
共
に
遠
き
未
來
を
含
む
の
幹

あ
る
。
超
野
饗
的
な
る
倫
理
的
人
格
か
ら
の
意
識
統
一
、
即
ち
世
界
更
的
立
揚
か
ら
の
特
殊
化
醜

限
定
が
…
遭
徳
的
意
志
の
内
容
と
な
る
の
で
あ
る
。
鋤
特
殊
的
内
容
を
離
れ
て
溢
徳
駅
亭
値
は
な

い
◎
偉
大
な
る
人
物
は
極
め
て
個
性
的
な
る
と
共
に
大
な
る
人
間
性
を
具
へ
て
居
る
。
，
輩
に
類

型
的
な
る
竜
の
は
、
動
物
の
如
く
何
等
の
人
問
的
債
値
を
廻
せ
な
い
の
で
あ
る
。
入
類
の
各
文
化

魁
會
に
於
け
る
種
々
な
る
習
慣
、
種
々
な
る
道
徳
は
自
然
の
法
期
に
よ
っ
て
登
魅
せ
る
竜
の
な
る

と
同
時
に
、
道
徳
的
意
志
の
特
殊
化
的
過
程
で
あ
る
。
此
放
に
特
殊
な
る
と
共
に
、
圃
般
四
丁
値
を

有
す
る
の
で
あ
る
。
規
範
的
冬
期
は
自
然
の
法
期
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
否
之
を
統
一
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
眞
に
規
範
の
法
則
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
規
範
の
学
期
と
は
自
然
の

法
鋼
と
結
合
し
て
特
殊
化
を
要
求
す
る
法
華
で
あ
る
。

　
特
殊
な
る
竜
の
の
債
値
と
い
ふ
≧
と
に
就
い
て
、
種
々
論
ず
べ
き
こ
と
が
あ
る
で
あ
ら
う
と
思

．
ふ
が
、
事
物
が
憤
値
を
有
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
何
等
か
の
意
味
に
於
て
一
般
的
規
範
を
認
あ
る
と

い
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
訟
、
輩
に
特
殊
的
な
る
事
實
の
み
に
て
は
債
値
判
断
の
起
う
様
は
な

い
。
併
し
」
般
的
規
範
に
よ
っ
て
債
値
を
認
め
る
と
い
ふ
乙
と
は
、
物
が
す
べ
て
同
質
的
で
あ
っ

て
、
同
様
の
法
嗣
に
從
っ
て
生
起
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
規
範
の
法
則
は
因
果
の
法
用
で

　
　
　
　
意
志
の
内
容
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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奮
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
一
昌
　
十
・
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

は
な
い
、
又
軍
に
結
果
の
み
か
ら
見
て
我
々
が
同
一
の
揚
合
に
同
様
に
考
へ
る
と
い
ふ
こ
と
で
も

な
い
。
無
論
同
一
の
入
が
同
一
の
野
合
に
於
て
同
様
に
考
へ
る
の
外
な
い
で
あ
ら
う
が
、
此
の
如

き
必
然
は
や
は
」
ム
扁
種
の
因
果
的
必
然
で
あ
る
。
規
範
の
法
則
と
い
ぶ
の
は
乙
が
必
ず
甲
に
績

い
て
生
起
す
る
と
い
ふ
の
で
は
な
く
し
て
、
此
結
合
に
乱
す
る
確
信
の
法
則
で
あ
る
。
我
々
の
剣

断
作
用
は
表
象
の
軍
な
る
結
合
で
は
な
く
し
て
、
意
味
を
含
ん
で
居
る
、
郎
ち
潤
筆
が
内
在
的
で
あ

る
。
意
味
を
有
っ
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
は
永
久
不
憂
な
る
眞
理
の
世
界
へ
の
關
係
を
有
つ
と
云

ふ
乙
と
で
あ
る
。
規
範
の
法
期
は
思
惟
作
用
に
晒
す
る
法
鋼
で
あ
っ
て
．
思
惟
さ
れ
た
竜
の
に
野
，

す
る
法
則
で
は
な
い
、
一
方
に
永
久
の
便
値
を
含
む
と
共
に
一
方
に
因
果
の
法
剣
に
從
ふ
意
識
現

象
に
甥
す
る
法
則
で
あ
る
。
軍
に
因
果
の
法
則
の
下
に
立
つ
自
然
物
に
は
規
範
の
法
期
は
な
い
、

叉
純
な
る
債
値
に
生
き
る
竜
の
に
濡
し
℃
竜
規
範
の
法
鋼
は
な
い
。
規
範
法
の
現
象
と
な
る
竜

の
は
、
便
覧
を
理
解
し
て
之
に
從
ム
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
綴
、
行
誉
者
元
る
と
共
に
行
爲
の
鋼
断

路
だ
る
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
、
帥
ち
償
値
に
從
ふ
と
否
と
の
自
由
を
有
し
な
が
ら
、
之
に
從
ふ

竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
で
、
一
般
的
規
範
を
認
め
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
同
一
の
目
的
を
認

め
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、
帥
ち
同
一
の
目
的
を
有
す
る
作
用
と
な
る
と
い
ム
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。

洞
一
の
租
葡
を
有
す
る
作
用
の
債
値
を
定
む
る
歳
事
、
噌
方
に
拡
そ
の
結
果
よ
う
見
る
之
と
が
で
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き
み
と
共
に
、
一
．
方
に
は
作
用
其
物
の
債
値
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
ア
ル
し
メ
デ
ス
の
数
學
や

物
理
學
の
知
識
は
今
日
の
嚇
小
馬
物
戯
者
に
も
及
ば
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
之
が
π
め
に
ア
ル

ビ
メ
デ
ス
の
能
力
が
劣
っ
て
居
控
と
は
云
は
な
い
。
此
虚
に
明
に
二
種
の
債
値
到
噺
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
　
併
し
此
爾
種
の
債
値
判
断
が
互
に
無
慮
係
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
亦
誤
で
あ

る
。
第
二
の
債
値
は
第
一
の
債
値
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
る
v
與
へ
ら
れ
π
現

認
と
求
め
ら
る
る
理
想
と
の
關
係
に
於
て
生
ず
る
の
で
あ
る
。
此
關
係
が
右
に
云
っ
た
敷
學
や

物
理
學
の
能
力
と
い
ふ
如
き
揚
合
に
於
て
は
、
軍
に
量
的
と
竜
考
へ
得
る
の
で
あ
る
が
、
作
用
が
人

．
格
的
と
し
て
そ
れ
自
身
の
内
容
を
有
つ
時
、
所
謂
特
殊
的
底
値
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
’
我
々
が
特

殊
的
債
値
を
認
め
る
に
は
、
一
方
に
一
般
的
便
値
を
認
め
ね
ば
な
ら
繊
。
例
へ
ば
歎
學
的
便
値
を

認
め
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
之
に
甥
す
る
能
力
的
曲
面
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
是
故
に
特
殊
的

債
値
は
カ
ン
レ
の
所
謂
聴
注
8
芽
Φ
邑
①
O
蓉
。
湯
麺
津
津
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
債

値
劉
断
の
成
立
す
る
に
は
、
す
べ
て
の
債
値
意
識
の
交
叉
織
と
い
ふ
如
き
も
の
が
豫
画
き
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
統
一
鮎
が
一
般
的
な
れ
ば
な
る
程
、
純
な
る
特
殊
的
債
値
剣
断
が
成
立
す
る
の

で
あ
る
。
藝
術
融
融
．
値
と
い
ふ
如
き
竜
の
は
、
此
意
味
に
於
て
最
も
特
殊
的
と
考
へ
る
こ
と
が
で

き
る
。
特
殊
的
密
議
を
認
め
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
一
般
的
規
範
意
識
を
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
、

　
　
　
　
意
志
の
内
然
四
　
　
　
　
噂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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哲
學
　
弼
　
究
　
　
第
三
十
、
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

或
限
定
さ
れ
π
規
範
を
認
め
な
い
と
云
ふ
に
過
ぎ
ぬ
、
却
っ
て
此
等
の
限
定
を
超
越
し
て
規
範
を

内
容
と
す
る
規
範
意
識
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
如
上
的
債
値
の
如
き
竜
、
唯
超
個
人
的
な
る
全
人

格
的
意
識
を
認
め
る
こ
と
牝
よ
つ
で
の
み
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
（
完
結
）


